
司法制度改革の一環で、一般国民の意思をより裁

判に反映させる方法のひとつとして、参与員制度

を家事審判だけでなく、人事訴訟にも取り入れるこ

ととなった（右頁・資料1参照）。離婚や親子関係に

関する人事訴訟が地方裁判所から家庭裁判所に

移管されたことに伴い、実際、人事訴訟において参

与員制度がどのように活用されているのか。また、

参与員の職務とはどのようなものなのか。

参与員に選任されるまで

――　参与員に選任されるまでの経緯をお聞かせ

ください。

大澤 一昨年の秋、私が参加していた社団法人東

京都小学校PTA協議会の理事会の席で、会長が

参与員の話がきているということで希望者を募りま

した。10名ちょっとの理事会だったのですが、はじ

めはなかなか誰も手を挙げませんでした。そのよう

な状況は、PTAの役員等ではよくあることです。お

互いに顔を見合っているのです。私は少し関心が

ありましたので、「それなら私もやりましょうと」と最初

から数えて3番目くらいに手を挙げました。その後、

応募理由や履歴書を送付し、3人の裁判官と面接

をしたところ、採用の通知が届いたという次第です。

――　参与員になろうと決心された理由は。

大澤 募集があったころは、ちょうど裁判員制度が

新聞などで話題になっていたときで、参与員という

のもそれと似たようなものなのだろうかと関心を持っ

ていました。一般の人が審理に立ち会って、裁判官

に意見を述べるというようなことは、そのような機会

でもなければできないことですし、協力もしたいと思

いました。

――　「参与員になるべき者」に選任されてから

ほぼ1年ですが。

大澤 私の任期は2004年の1月1日から12月31日

の1年間で、9月30日に来年も再び参与員をやるか

どうかを打診されました。その時点では、まだ1度も

事件を担当していませんでしたので、選任された以

PEOPLE
W I T H

LEGAL
M IND

大
澤
滋
氏
東
京
家
庭
裁
判
所
参
与
員

38 法律文化 2005   April



上は、せめて1度は参与員としての活動をしたいと

いう気持ちもあり、「来年もやりたい」という希望を出

しました。とはいえ、2005年も再び選任されるかどう

かは分かりません。

――　最初の仕事がきたのはいつだったのでしょ

うか。

大澤 昨年11月に離婚事件にかかわりました。離

婚事件については、参与員は通常男女1名ずつ指

定されるので、私ともう一人女性の方と2名の参与

員で審理に立ち会いました。失礼になると思い、詳

しくは聞きませんでしたが、私と共に立ち会った女

性の方はどこかの団体の推薦を受けたのではなく、

家事調停委員※をしていると話していらっしゃいまし

た。

――　立ち会いの当日は、どのようなことをするの

ですか。

大澤 まず、審理の開始時間の30分前から、裁判

官のレクチャーを受けました。その事件での争点は

何か、これまでの当事者の請求内容や主張はどの

ようなものかをあらかじめ裁判官から教えてもらい

ました。

審理に入り、私もいくつか当事者に質問をしまし

た。裁判官から「何か質問はありますか」というか

たちで問われ、「これこれについて聞きたいです」と

いうことを裁判官に伝え、それを裁判官が当事者に

問うというスタイルでした。

審理が終わると、今度は裁判官と参与員が参与

員室に入って、裁判官から意見を求められます。そ

れについて思うところを率直にお話しして終了する

という手順です。この意見交換は、時間にすると30

分くらいでした。

――　参与員は、法律家としてではなく、良識ある

一般人として意見を述べるということですが、実際

にはどのような意見が出たのでしょうか。

大澤 具体的な事件の内容は申し上げられません

が、当事者間で主張している具体的事実が相違し

ている場合、一般的に考えて、「実際はこういう状況

だったのではないでしょうか」というような意見を述

べました。

――　損害賠償の金額について意見を求められた

りするのでしょうか。

大澤 はい、聞かれました。このくらいの額が妥当

ではないかという意見も述べました。普段、PTAの

関係で離婚したお母さんの話を聞くこともあり、子ど

もの養育費がなかなかもらえなくて大変だというよ

うな話も聞きます。金額を決めるのは難しい判断で

すが、そのような自分のバックグラウンドも基に、率

直に意見を述べました。

透明な気持ちで聞くことが大事

――　今日は、その判決が言い渡されたそうです

が、いかがでしたか。

大澤 言渡しは非常に短時間で驚きました。判決

の中身は、裁判官から聴きましたが私の意見が反

映されているなあと思う部分もありましたし、もちろ

んそうでない部分もありました。裁判官のご判断も

あるでしょうし、判例とのバランスもあるでしょう。私

たちはそのような法律的なことは全く知らずに、自

分が思ったことを率直に述べているだけですが、そ

れこそが職務だと思っています。

――　初めての仕事を一通り終了して、参与員の

仕事の難しさ等、感じたことはありますか。

大澤 これは私の性格もあるのでしょうが、この仕

事がそれほど難しいとか、特に責任が重いというよ

うなことは感じませんでした。もちろん気楽にできる
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出所：最高裁判所広報誌『司法の窓』（第64号2004年5月号）より

新しくなった人事訴訟の概要資料 1

人事訴訟：当事者双方が言い分を述べ合い、言い分を裏付ける証拠を出し合った上で、
裁判官が法律に基づいて判決することによって争いの解決を図る手続です。家事調停は
非公開ですが、人事訴訟は特別な事情がある場合を除いて公開の法廷で行われます。

1 人事訴訟の家庭裁判所への移管

家庭裁判所が家事調停から人事訴訟まで手続全般を一貫して取
り扱うことによる利便性の向上

2 家庭裁判所調査官による事実の調査の拡充

離婚に伴う親権者の指定などに関する審理の充実

3 参与員制度の拡充

一般国民の良識反映、国民の司法参加

4 手続全般の見直し

裁判上の和解により離婚が可能になったことを始め、手続全般の
整備



ています。

――　今後も参与員をやっていきたいと思われます

か。

大澤 そうですね。今の様子ですと、仕事に差し支

えるほど審理があるわけでもないですし、今日電話

が来て、明日が審理ということもないですから、そう

いう意味では、自分ができる範囲で、お役に立てる

のであればやっていきたいと思っています。

また、今回離婚訴訟を見たことで、いろいろと分

かったこともあります。離婚といっても別れることに

争いはないということ、暴力に対するものとは別に離

婚の慰謝料という争いもあるということ、これらが全

部同じ裁判で行われるものだと、当初は勝手に勘違

いしていたのですが、本来は、そうした争点の一つ

ひとつが別々の訴訟等として起こされるものだとい

うことを知りました。

このあたりのことは、一般の人は最初なかなか分

からない部分です。とはいえ、それを全く知らないま

までは参与員として不十分と思うので、今は勉強し

ていきたいと思います。ただ、一般人の良識とのバ

ランスをいかにうまくとるかが大事なのだと思いま

す。ただ、あまり慣れてしまうと、今度は緊張感がな

くなってしまうと思うので、そのあたりも今後注意す

る必要があるように思います。私は、今回1度経験し

てみて、そのあたりのことはよく分かりましたので、

もし次回があれば、スムーズに職務をこなしていけ

ると思っています。

東京家庭裁判所参与員

大澤滋（おおさわしげる）

1955年東京都生まれ。法政大学建築学科卒業、一級建築士。2000年度～

2001年度墨田区立小梅小学校PTA会長。2001年度墨田区本所地区PTA連

合会副会長。2002年度社団法人東京都小学校PTA協議会理事。2003年度同

委員。2004年度墨田区立小梅小学校PTA会長（現職）。2004年～2005年東

京家庭裁判所参与員（現職）。

ことではありませんが、難解な法律用語がたくさん

出てくるわけではありませんし、経験の豊かな裁判

官がいらっしゃいますので安心です。むしろ大事な

ことは、不公平にならないように透明な気持ちで見

ること、そして裁判官、被告、原告の話をよく聞くこ

とだと思います。

――　審理でどちらかの当事者に肩入れしてしま

うということはありませんか。

大澤 私はPTAの役員を長くやっていたので、ど

ちらかというと「お母さんびいき」になってしまいま

す。PTAの役員にも女性が多いですし、その中に

は離婚の経験者もいます。どうしても女性側が子ど

もを連れてというかたちが多いようなので、話を聞

いて同情することもあります。

私と同じように、自分の仕事や立場によっては、誰

でも少しはひいき目に見てしまうことはあるのかも

知れません。しかし、そのあたりは裁判官もよくご存

じだと思いますので、私の意見については、そのよ

うに見ていただいていると思います。

――　参与員のお仕事と普段のお仕事との両立は

難しくありませんか。

大澤 この1年間に1件の裁判に立ち会っただけで

す。特に負担になったことはありません。それよりも

参与員になったことで、普段の生活や仕事でも、話

をすることよりも聞くことの重要さを意識するように

なったことから、参与員に選任されてよかったと思っ
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出所：最高裁判所広報誌『司法の窓』（第64号2004年5月号）より

家事調停と人事訴訟の新受件数資料 2
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（注1）：司法統計による
（注2）：平成15年の件数は速報値である

※　家事調停委員：家事審判官（裁判官）とともに調停委員会を組織
し、夫婦関係の調整、離婚、生活費（養育費等）の請求、親権者の
変更などの事件を取り扱う非常勤の国家公務員。当事者双方から
争いの背景や事情を十分に聴いて、必要な助言をしながら話し合い
を進め、争いの実情に応じた柔軟な解決を図る。家事調停委員は、
原則として40歳以上70歳未満の者で、大学教授、弁護士、医師、不
動産鑑定士、公認会計士などの専門家のほか、地域社会に密着し
て幅広く活動してきた人など、調停を担当するのにふさわしい資質、
能力を備えた一般市民から選ばれている。



1987年4月裁判所採用、司法研修所裁判所事務官。1990年4月東京地方裁判

所裁判所書記官。1996年4月東京簡易裁判所裁判所書記官。1999年4月東京

高等裁判所裁判所書記官。2002年8月東京家庭裁判所主任書記官（現職）。

現状は半年で10件程度

――　参与員制度の意義についておうかがいします。

佐々木 家庭裁判所で扱う事件の多くは、夫婦、親

子、兄弟姉妹間の紛争なので、法律家の目で見る

だけではなく、一般社会における健全な良識に照ら

して、どのような解決が適切かという観点も必要に

なります。平成16年4月に、人事訴訟が地方裁判所

から家庭裁判所に移管されたのに伴って、それま

で家事審判事件で活用されていた参与員制度を

人事訴訟にも導入することになりました（39頁・資料

1参照）。

――　参与員は、各手続きでどのようなことをする

のですか。

佐々木 裁判官とともに、家事審判事件の審理や

人事訴訟事件の証拠調べ、和解の試みなどに立ち

会って、一般の良識や地域社会の慣習などを踏ま

えた意見を裁判官に述べるなどして、紛争の解決

を導くというのが参与員の役割です。

――　参与員はどのようにして選ばれるのでしょうか。

佐々木 家庭裁判所は、毎年あらかじめ、通常は1

月1日に「参与員となるべき者」を選任します。選任

されるための資格は、「徳望良識のある者」とされ

ています。当庁では自治体や商工会議所、青年会

議所などを通して募りました。年齢制限はありませ

ん。任期は1年で、再任されることがあります。

――　参与員を選任した後、家庭裁判所はどのよ

うにして運用していくのでしょうか。

佐々木 家庭裁判所は、あらかじめ選任された「参

与員となるべき者」の中から、具体的な事件につい

て参与員を指定します。その人数は家庭裁判所が

定めますが、離婚事件では、男女1名ずつの参与員

が指定されています。このように参与員は、個々の

事件について家庭裁判所から指定を受けたときに

初めて、その身分を取得します。

――　現在、参与員が指定された人事訴訟事件は

何件くらいあるのでしょうか。

佐々木 東京家裁では、昨年4月から10月までに

640件の人事訴訟事件及びこれと密接に関連する

損害賠償請求事件が提起されていますが、そのう

ち参与員が指定されたのは8件となっています。仕

事を持っている参与員もいることから、参与員の負

担を考え、争点が整理されて、証拠調べが行われ

る段階で参与員の関与を求めることになることが多

いため、まだこの程度の件数にとどまっていると思

います。

――　人事訴訟における参与員制度は、まだ始まっ

て間もない段階ですが、何か課題等があるのでしょ

うか。

佐々木 現在は、離婚事件のうち、有責性や破た

んの有無が問題となっている事案、慰謝料の額が

問題となっている事案に参与員が指定されていま

すが、今後、人事訴訟で参与員制度をどのように活

用していくかが課題になると思います。

佐々木直樹氏
東京家庭裁判所主任書記官

人事訴訟の
参与員制度に
ついて
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